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第 1995回例会  平成 28年 1月 18日（月曜日）第 22号  

 

本日の例会 １月１８日（月） 第２例会 

◎ソング 「奉仕の理想」 

◎卓 話 

 

 

◎ゲストスピーカー 

『ミレニアム開発目標（MDGs）から持続

可能な開発目標（SDGs）へ・・・ 

現代世界が直面する慢性的危機 』 

日本国際飢餓対策機構 啓発総主事 

 田村 治郎様 

担当：瀧田 浩彦会員 

◎本日の献立 軽食カレー 

次回の例会 １月２５日（月） 第３例会 

◎卓 話 『  未 定  』 

担当：岡本 慎一会員 

前回の例会 １月４日（土） 第１例会 

２０１６年新年会 

シェラトン都ホテル大阪 

新年会長挨拶        会長 三木 武志       

新年明けましておめでとうございます。 

皆様方の元気なお顔を見れてほっとしております、昨

年は会員皆様のご協力で何とか半分を無事に終わる事が

出来ました。私の会長の任期も残り半分になりました。 

言い方を変えればまだ残り 6 か月も有りますので、出来

ることが有れば色んなことをやっていきたいと思ってお

ります。 

前半は家族会も少し手薄になっていたかもしれません

でした。何か企画があればぜひ提案してください、もち

ろん理事会でもいろんなことを考えていきたいと思いま

す。もちろんロータリークラブはボランティア団体です

のでその活動が一番大事ですので身の回りも含めて我が

クラブでできそうなことが有れば、ぜひ提案ください。 

お願いばかりで恐縮ですが残り半分宜しくお願い致しま

す。 

最後になりましたが会員皆様とご家族の健康にご留意さ

れて良い一年になりますことを願って新年の挨拶と致し

ます。 

出 席 報 告             尾﨑 委員 

本日の会員数 ２４名 

本日の出席者数 １７名 

本日の出席規定適用免除会員 １０名 

本日の出席率 ８５．００％ 

１１月１６日の修正出席率 ７７．７３％ 

 

ニコニコ箱報告          長堀 副ＳＡＡ 

三木会長 明けましておめでとうございます。残り半

分宜しくお願いします。 

佐藤幹事 明けましておめでとうございます。本年も

どうぞよろしくお願いします。 

藤原会員 皆さん、新年明けましておめでとうござい

ます。昨年末 12/2、私事ですが、チョット

事件がありました。現場での生き証人は浅

野会員です。･･･ホールインワンしました。 

岩﨑会員 

 

明けましておめでとうございます。今年も

宜しくお願いします。 

細川会員 新年明けましておめでとうございます。今

年も宜しくお願い致します。 

金子会員 皆さん明けましておめでとうございます。

セリアを預かって約 4 か月、この度無事に

中村さんへ引き継ぐことになりました。中

村さんセリアを宜しくお願いします。 

佐井会員 新年明けましておめでとうございます。今

年も宜しくお願い致します。 

長堀会員 明けましておめでとうございます。本年も

宜しくお願いします。 

 

幹 事 報 告        幹事 佐藤 三千秋 

皆様、明けましておめでとうございます。 

本年も宜しくお願いします。 

1. 次週、1 月 11 日（月）は成人の日で休会です。 
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2. 再来週 1 月 18 日は、例会終了後、第 4 回クラブ協議

会を 5 階「サルビアの間」にて開催致します。理事・

役員・各委員長には宜しくお願い致します。本日、

お知らせを配布しておりますので、ご確認をお願い

致します。 

3. クラブ協議会終了後、引き続き第 7 回定例役員会を

開催致します。 

4. 本日、2015-16 年度下期会費、及びクリスマス会会

費のお振込みのお願いをポストに配布しておりま

す。宜しくお願い致します。 

5. 12 月の米山ＢＯＸは、９，２６８円でした。ご協力

ありがとうございました。 

 

米山奨学生報告         韓 東鑫さん 

あけましておめでとうございます、米山奨学生のカン

トウシンです。 光陰矢の如し、カウンセラー先生とク

ラブの先生方にお世話になって、もう１０ヶ月になりま

した。心から非常に感謝しております。 

今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、近況状況を報告致します。 

● 昨年の 12 月、ロータリー2660 地区大会に参加し､ロ

ータリーアンの先生方や現役の奨学生たちとの交流

をしました。特に、学友会で現在働いている先輩た

ちからのコメントや経験を聞き、ロータリーに対し

ての理解を深めてきました。 

● 学校において、実験をやりながら､修士論文の下書き

を作成し､指導先生に提出しました。 

● また、内定をいただいた会社から通信教育の本を読

み､今年４月から社会人になり、たくさんの基本知識

を知っている上で、何でもチャレンジする積極性が

大切だと実感しました。 

続いては、新年の計画です。 

● カウンセラー先生やロータリーアンの先生方との交

流を深め､異文化の理解や社会奉仕を向上させてい

きます。 

● 学校において、修士論文の修正と修了発表会プレゼ

ンテーションを改善しながら､前に進めて行きたい

と思います。 

● ３月に入ってから、学生時代最後の時間を利用し､

日本多くの地域に訪れる予定です。そこから異文化

知識と見識を吸収し、今後の職場における研究開発

やグローバル人材として活躍するように、視野を広

げて行きます。 

また、ロータリーの精神を深く理解しながら、思いやり・

助け合いを実施する上で、国際平和・社会奉仕に貢献す

ることを目指します。 

 

新年会挨拶        会長 三木 武志 

今晩は、本年最初の例会が無事終わり、続いて本年最

初の行事であります新年会が只今より始まります。本

日は昨年の思い出や今年の抱負などをおおいに語り

合ってください、そしてお体に触らぬ程度にお酒を酌

み交わしましょう。 

恒例になっておりますカラオケで普段の練習の成果

を披露してください。 

そして皆さんで今年の門出をお祝いしましょう。 

 

 

閉会の挨拶      会長エレクト 小川 高弘 

本日はお忙しい中、当クラブの新年会にお集まり頂

きまして誠に有難う御座いました。 

 早いもので三木会長年度も上半期が終了いたしま

した。上半期には印象に残る奉仕活動を計画して頂

き、三木会長のもと会員一丸となって活動して参りま

した。 

 下半期も三木会長のもと様々な行事を、少数精鋭・

会員一丸となって活動していきたいと思います。 

最後になりましたが、東大阪中央ロータリークラブの

益々の発展と、会員の皆様及びご家族の皆様のご健康

とご多幸を願いまして閉会のご挨拶とさせて頂きま

す。本日は有難う御座いました。 

クリスマス会お礼状            

2015年 12月 12日（土）の公徳学園の児童の皆さん

をお招きして行いました、クリスマス会のお礼状が

「公徳学園」園長 山田祥隆様と子供達から来ており

ます。子供たちからのメッセージカードは掲示板に掲

示しておりますので、ご覧ください。 

バムアツ報告            岩橋会員        

１月５日から１２日までのバヌアツ訪問時、ロンズ

デール大統領を訪問した際の様子が NHK関西のニュー

スで土曜日の朝に取り上げられました。 

バヌアツ復興の人材育成へ 

 
大阪・八尾市のＮＧＯが、去年サイクロンで大きな被

害を受けた南太平洋の島国・バヌアツの復興を担う人

材の育成に取り組むことになりました。 

バヌアツでは、去年３月、サイクロンで人口の６０％

にあたる１６万人が被災する被害が出たため、大阪・

八尾市に本部を置くＮＧＯ「日本国際飢餓対策機構」

では、パンの缶詰、ろうそく、医薬品などを被災者に

直接届ける活動を続けてきました。 

サイクロンの直撃からまもなく１年となるのを前に、

１月７日、ＮＧＯのメンバーは、缶詰を提供したメー

カーの関係者らとともに、バヌアツの首都ポートビラ

で、ロンズデール大統領と会談し、大統領からは「日

本は、すぐに行動を起こし、支援をしてくれた」と謝

意を伝えられました。 

そのうえで、ＮＧＯ側が、被災地の住民が主体的に地

域の復興を進めていけるようにするため、人材の育成

に取り組む考えを伝えたところ、大統領からは賛意が

示されたということです。 

これを受けて、ＮＧＯでは今後、▼住宅の再建や▼被

災者の心のケア、それに、▼防災対策などを担う人材

の育成に取り組むことにしています。 
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